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　 実 験 的行動 分 析 の
一

領域 として，選 択場 面 間 の 選

択 に っ い て の 検 討 が 行 わ れ て い る．選択場 面 間 の 選択

事態 で は 主 に ， 選択 肢 が 一
っ しか 提 示 され ない 強制 選

択場面 と，選 択肢が複数提 示 され る 自由 選 択場 面間 の

選 好 に つ い て 実証 的 な検討 が な され て お り，それらの

研 究 の 多くで 自由選 択 場 面 に 対す る選 好が み られ て き

た （Catania，
1975

，
1980 ；Suzuki，　1997）．

　 たとえば，堀 ・嶋崎 （2009 ）は ヒトを対 象として 強制と自

由選択場 面 間 の 選 好 の 検討 を行 っ た ．その 結 果 ，自由

選 択 場 面 に 含 まれ る選 択 肢 の
一

っ が ，相 対 的 に 報 酬

が 少 な い 選択肢で あ る条件にお い ても自由 選択場 面 に

対 す る選好 が み られ た ，つ まり，終環 に お ける選 択 肢 は

単 に 刺 激として 提 示 され るだ け で も，自由 選択 場 面 へ

の 選 好を高 め る可 能性 が 示唆 された．しか し
， 堀 ・嶋崎

（2009）で は ，自由選 択場 面 に含まれ る選 択肢数を 2 つ

か ら 3 っ に 増 や し た として も，自 由 選択場 面への 選 好 に

顕 著な差 は み られなか っ た．こ の 結果 か ら，自由 選 択揚

面 へ の 選 好 を 規 定 す る要 因 が 「選 択 肢 の 提 示 数 」だ け

で は ない こ とが 示 唆 された ．
　 本研 究 の 目 的 は ，「選 択 肢 の 提 示 数 」の み が 自 由 選

択 場 面への 選好 に 関与 し て い るか 否 か を明 らか に す る

こ とで あ っ た ．具 体的 に は ，終環 に お け る選択 の 可否 を

「選択 可能性 」の 有 無 として 定義 し，選 択 可能性 が 有 る

場合（実験 D と無 い 場合 （実験 2）の 2 つ の 状況 下 に お

い て ，「選 択肢 の 提 示数 tの 効果 の 検 討を行 っ た．な お ，
選 択 可 能性 が有 ることを ， 実験 参加 者 が 終環 に お い て

カードを 選択 で きるこ とと定義した ．また ，選択 可能性 が

無 い こ とを ， 実験 参加者 が終環 に お い て カ
ー

ドを選 択

で きず ，コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

に よっ て 選 択 が 自 動 的 に 行 わ れ

るこ とと定義 した ．本研 究 の 結果 か ら，自由選 択場 面へ

の 選 好 とい う現象 が ，単 に 選択肢 とし て の 刺激 が 提 示 さ

れ るだ け で 生 じるの か ， また は ， 選 択 可 能性 が 担保 され

た 状 況 下 で の み 生 じるの か が 明 らか とな る．

　　　　　　　　　　方　法

［実験参加者］ 大学 生 36 名 （男性 18名 、女性 18名），

平 均年齢 は 20．6 歳 （18 歳 か ら 23 歳）．実験参加者は

無 作為 に実験 1 と実験 2 に 割り当 て られ た．
匚実験課題 ユ 実験 課題 は 並 立 連 鎖 ス ケジ ュ

ー
ル に よ っ

て 制 御 され た。デ ィス プ レ イ上 に 提 示 され た 色 っ きカー

ドが 選 択 肢 として 設定 され た ．実験 1 と実験 2 で は，終

環 に お ける カードの 選 択 の 方法 が 異なっ て い た ．
　初 環 に お い て，実験参加者 は 2 つ の 選 択場 面 問 の

選 択 を求 め られ ，場 面 選 択 ボ タン に
一

回 反 応 す ると，終

環 に 移行 した．終 環 で は，初環 の 選 択 に 応 じて 2 枚 ，も
し くは 3 枚 の カ

ー
ドが 提 示 され た ．提 示 され るカードは，

色 に よ っ て 与 え ら れ る ポ イ ン トが 弁 別 可 能 で あ っ た

（Table　 1）．実験 1 で は ，実験参 加 者 は 終環 で カ ードの

選 択 を求 め られ ，1 枚の カ
ー

ドの 上 で
一．’

回反応 するとポ

イン トが 提 示 された ，実験 2 で は ，実験 参加 者 は 終 環 で

カードを選 択 す るこ とは 出来 ず，コ ン ピューターが カード

を選 択 した．選 択されたカ
ー

ドの 上部 に は 矢印が提 示 さ

れ ，選 択 され な か っ た カードは 灰 色 に 色 が 変 化 した．ま

た，こ の ときカードは無 作為 に選択 された．そ の 後 ，ポイ

ン トが 提 示 され た．ポイン トは，両実 験 に お い て 40％ の

確率で 提 示 され た ．

［手 続 き】 実験 参加 者 は 実験 課 題 開 始前 に ，実験課

題 の 主 旨は なる べ く多くの ポ イン トを 稼 ぐこ とで あ り，実

験終 了 後は 5 ポ イン ト 1 円で 換 金されることを教示 され

た，初 環 か らポイン ト提 示 まで を 1 試 行 とし，1 条件 ご と

に 40 試 行を行 い ，3 条件 が 終 了 した時点 で 実験 課 題 が

終 了 した ．条件 の 施 行 順 序 は 実 験 参 加 者 間 で 平衡 さ

れた ．

　　　　　　　　結果お よび考察

　Figure　 l に は ，各 実験 に お ける選 択肢 の 提示数 が 3
つ の 場 面 の 初 環 で の 平均 選 択率を示 し て い る．左 列 に

は 実験 1を，宕 列 に は 実験 2 を，そ れ ぞ れ 示 して い る．
実 験 1 で は，3 条件 す べ て の 条件 に お い て 、選択 肢 の

提 示 数 が 3 つ の 場 面 （3A −C 場 面）に 対 し て，選 好 が み

られ た ，実験 2 で は ，Irrational条件 と Equal 条件 で は

選 好 は み られなか っ たが，Rational条件で は 3A −UC 場

面 に 対 して 選 好 が み られ た．Irrational条件 と Rational

条件 の 結果 は，ポ イン トの 期 待値 に 従 っ た選 好が み ら

れ た ことを示 唆して い る．
　 こ れらの 結果 か ら，終環 に お い て 選択 可 能 性 が 無 い

場 合に は 選 択肢の 提 示 数 は 自由選 択場 面への 選好 を

高 め る 効果 をもた な い こ とが 示 され た。こ の 事 実 は ，ヒ ト

が自由選択 場 面 を選 好するとい う現 象は ，単 に 選択 肢

として の 刺激が提 示 され るだ け で は 生 じず ，選 択 可 能性

が 担保 されるこ とが 必要 で あるこ とを示 唆 して い る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Table　l

　 　 　 　 　 Experimental 　Design （Exp ．1，Exp ．2）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Terminal　Link
　 　 　 Condition　　2A−Ct2A −UC 　　　　　3A−C13A−UC

lrrational　 G （10）P （5）　 G （10｝P （5） B （1）
Equal 　 G （10）G （10＞　G （10）G （10）G ｛10）

Ratienal　 G 　 10　 Y　 15 　G　 10　 Y 　 15　 R 　 20

Note ．　The 　details　ofthree 　conditions ．　Letters　represent 　cD めr　of

cards ．　G ，　B，　R ，　P，　and 　Y 　indicate　green ，　blue、　 fed ，　purple，　and
yellow 　card 　respectively ．　Numerals 　represent 　peint　of 　value 　of

cards ．2A −C 　represent
‘
2　alternatives 　and 　cheosable 　situation

’．
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Figure　1．　 Preference 　for　the　 situa 塾iDn　 that　three　 a ［ternatives

presented 　inthe 　IL　The 　broken巨ne 　represents 　a　chance 　leveL
Error　bars　represenUhe 　 standard 　error 　of 　mean ．
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